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今号の
主な内容

2
・
3
面

児童手当申請書を郵送します/
国民健康保険加入者で、出

産を控えた方

4
・
5
面

油断は禁物! 　 食中毒/ 仕事
探しを応援します/ 人材募集

6
・
7
面

障害基礎年金の現況届提出を
忘れずに/ 青い羽根募金にご
協力を/ 催し物案内

8
面児童館　夏のイベント紹介

7 月

27 日(木)

第28回

足
立
の
花
火
大
会

午
後
7
時
1
5分
～
8
時
4
5分

(打
ち
上
げ
は
、
午
後
7
時
3
0分
か
ら
)

※
荒
天
時
は
2
8日
に
順
延
(
両
日
荒
天
の
場
合
は
中
止
)

足
立
の
花
火
大
会
は
、
荒
川

河
川
敷
(
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田

線
鉄
橋
か
ら
西
新
井
榲
間
)
で

行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
あ
だ
ち
産
業
芸
術

プ
ラ
ザ
や
東
京
藝
術
大
学
千
住

キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
に
ち
な
ん

で
、「
天
空
に
響
く

光
と
音
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
過
去
最
多
の
約
1一

万
2
千
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ

ま
す
。
光
輝
く
豪
華
絢
爛
な
花

火
を
お
見
逃
し
な
く
!

北
千
住
駅
東
口
、
五
反
野
・
梅
島

駅
は
比
較
的
空
い
て
い
ま
す

当
日
の
北
千
住
駅
西
口
付
近
、
特

に
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
上
は
、

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
北
千
住
駅

東
口
か
ら
虹
の
広
場
へ
行
く
道
は
、

例
年
、
比
較
的
空
い
て
い
ま
す
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
警
察
官
、
警

備
員
の
指
示
に
従
っ
て
移
動
し
て
く

だ
さ
い
。

車
い
す
を
ご
利
用
の
方
へ

車
い
す
で
の
観
覧
エ
リ
ア
を
荒
川

河
川
敷
左
岸
(
図
1
)

に
設
け
ま
す

。

千
住
新
橋
北
詰
か
ら
河
川
敷
ま
で

、

車
い
す
で
も
降
り
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
送
迎
用
で
も
自
動
車
な
ど
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
は
、
交
通
規
制
の
た
め

用
意
で
き
ま
せ
ん
。

図1　 立入禁止区域・観覧場所等( 簡略図)

会
場
付
近
に
お
住
ま
い
の

方
へ安

全
の
た
め
、
危
険
物
施
設
や
特

殊
可
燃
物
貯
蔵
所
な
ど
へ
は
防
炎

シ
ー
ト
を
掛
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う

ゴ
ミ
や
観
覧
用
シ
ー
ト
の
止
め
金

具
な
ど
は
、
必
ず
各
自
持
ち
帰
っ
て

く
だ
さ
い
。
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
、

環
境
破
壊
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
花
火
大
会
を
楽
し
み

ま
し
よ
う
。

▲ 第20 回足 立区観光 写真コンク ール特選作品( 花火部門) 作品名 「未来」 古川靖史氏

▲ 流れ落ちるナイアガラは迫力満点

今年の花火、ここが見どころ!
その1　 た っぷ り12000 発
今年は昨年より約2000発多い、12000 発の花

火を打ち上げ、足立の夜空を彩ります。
その2　 全 編、 音 楽 花火

クラシックや映画音楽などに合わせて花火を
打ち上げます。
その3　300m の「ナイアガラ」&200m

の「富士雪景色」
幅300mの「ナイアガラ」が流れ落ちる下に、

幅200mの「富士雪景色」を加えた、迫力ある仕
掛け花火をお楽しみください。

その4　 感動のクライマックスは、6
分間で3000 発!

ラストは、6 分間で3000 発の乱れ打ち!
壮大で迫力のあるフィナーレを演出します。

てる丸くんの耳寄り情報
梅島・五反野駅側の河川敷は、例年、干

住側よりも空いるので、オススメだよ! 　
当日は、会場近くの商店街でイベントも

あるよ。くわしくは7 月13日ごろに全戸配
付される花火大会のプログラムを見てね。

観光交流協会キャラクターてる丸くん

花
火
大

会
の
お

問
い
合

わ
せ
は
区
・
観
光
交
流
協

会
事
務
局
(

観
光
交
流
課

内
)

へ
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

★
今
年
度
か
ら
年
2
回
程
度
、
紙
面

の
一
部
を
カ
ラ
ー
で
お
届
け
し
ま

す
。

《
広
報
係
》

7 月の区 役 所 休日開 庁日 7 月23日日、午前9 時～午後4 時
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申 し込み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は 申 し込み係名など)

※ 記 事中に住所の記載がある

ものは、その住所へ申し込み

区のホームペ ージアドレスは
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先… 場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

定員が先着順の場合
は、7 月11日受付開始

子
育
て
・
教
育

児
童
手
当
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す

4
月
か
ら
児
童
手
当
制
度
が
拡
充

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、
小
学
4

年
生
で
児
童
手
当
未
受
給
の
児
童

が
い
る
保
護
者
と
、
小
学
5
・
6
年

生
の
児
童
が
い
る
保
護
者
へ
、
申
請

書
(
児
童
手
当
未
受
給
の
方
に
は
新

規
申
請
書
、
弟
妹
が
い
て
児
童
手
当

を
受
給
中
の
方
に
は
額
改
定
の
申
請

書
)
を
7
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

必
要
書
類
を
添
え
て
、
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。
審
査
結
果
は
、
後
日
通
知

し
ま
す
。
申
請
済
み
の
方
に
は
申
請

書
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
に

必
要
な
添
付
書
類
(
郵
送
の
場
合
)
=

①
請
求
者
名
義
の
健
康
保
険
証
の

コ
ピ
ー

②
1
7年
1
月
2
日
以
降
に

足
立
区
へ
転
入
し
た
方
は
、
1
7年
度

の
課
税
(
所
得
)
証
明
書
の
原
本
1

通

③
1
8年
1
月
2
日
以
降
に
足
立

区
へ
転
入
し
た
方
は
、
1
7年
度
お
よ

び
1
8年
度
の
課
税
(
所
得
)
証
明
書

の
原
本
各
1
通

※
②
、
③
は
、
使

用
目
的
を
「
児
童
手
当
用
」
と
指
定

し
、
1
7年
ま
た
は
1
8年
の
1
月
1
日

時
点
で
住
民
登
録
し
て
い
た
市
区
町

村
か
ら
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
で
申
請
す
る
場
合
は
、
請
求

者
名
義
の
普
通
預
金
通
帳
(
郵
便
局

を
除
く
)
と
印
鑑
(
ス
タ
ン
プ
印
不

可
)
も
必
要
で
す
。

期
限
=
9
月

3
0日
必
着

申
・
問
先
=
児
童
給
付

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

18
年
度
版
「
あ
だ
ち
子
育
て
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」を
配
付
し
て
い
ま
す

妊
娠
時
か
ら
出
産
・
育
児
な
ど
、

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
制
度
・

サ
ー
ビ
ス
情
報
が
満
載
の
「
あ
だ
ち

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
、
毋
子

健
康
手
帳
の
交
付
時
に
配
付
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
、
健
康
推
進
課
、
子
育
て
支
援

課
で
も
配
付
し
て
い
ま
す
。
子
育
て

の
悩
み
を
解
消
し
、
不
安
な
く
育
児

を
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー(

3
6
0
6
)
1
3
3
3

専
門
医
に
よ
る
乳
幼
児

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
等
=
表
1

対
象
=
ア
レ
ル

ギ
ー
が
心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
1
)

表1　 アレルギー予防教室日程等

※ い ずれも、定員は30 人

1
8年
度
就
学
援
助
を
申
請

し
た
皆
さ
ん
へ

□
区
内
通
学
者

6
月
末
に
認
定
結
果
通
知
を
発
送

し
ま
し
た
。
認
定
さ
れ
た
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
は
、同
封
し
た
支
給
明

細
表
の
入
金
日
の
後
、
必
ず
通
帳
を

記
帳
し
、
入
金
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

□
区
外
通
学
者

8
月
に
認
定
結
果
通
知
を
発
送
し

ま
す
。
認
定
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
に
は
、
1
9年
3
月
末
に
年
額

を
支
給
す
る
予
定
で
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

住
民
税
が
未
申
告
の
場
合
は
、
審

査
が
で
き
ま
せ
ん
。
7
月
中
に
所
得

が
判
明
し
な
い
場
合
、
援
助
額
の
減

額
や
、
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
早
急
に
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
先
=
学
務
課
助
成

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

健
康
・
衛
生

歯
周
病
健
診

い
ず
れ
も
、
1
年
度
に
1
回
受
診

で
き
ま
す
。

□
2
0～
3
9歳
(
年
度
末
年
齢
)
の
区
民

日
時
等
=

▽
千
住
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
・
:
7
月
2
5日
火
、
午
後
1
時
3
0

分
～
2
時
3
0分
受
け
付
け

▽
中
央

本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
…
8
月
3

日
木
、
午
前
9
時
3
0分
～
1
0時
3
0分

受
け
付
け

内
容
=
歯
周
病
な
ど
の

歯
科
健
診
・
相
談
/
歯
間
ブ
ラ
シ
・

糸
付
よ
う
じ
な
ど
を
使
っ
て
の
実
習

定
員
=
各
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話
ま
た
は
窓
口

申
・
問
先
=

千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

□
4
0～
7
0歳
(
年
度
末
年
齢
)
の
区
民

場
所
=
区
内
の
指
定
歯
科
医
療
機
関

内
容
=
歯
周
病
な
ど
の
歯
科
健
診

申
込
=
表
2

※
窓
口
で
の
申
し
込

み
の
場
合
、
本
人
ま
た
は
同
世
帯
の

方
に
は
そ
の
場
で
受
診
票
を
発
行
。
(

ガ
キ
申
し
込
み
は
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
囗
、
電
話
番
号
、
「
歯

周
病
健
診
希
望
」
を
明
記
し
、
　

へ
郵
送
。
約
2
週
間
後
に
受
診
票
を

送
付

申
・
問
先
=
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
成
人
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

表2　40 ～70歳の歯周病健診申し込
み先一覧血

液
サ
ラ
サ
ラ
健
康

教
室
(
2
日
制
)

日
時
=
7
月
2
4日
月
・
3
1日
月
、
午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=

肥
満
・
血
糖
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

中
性
脂
肪
・
高
血
圧
な
ど
が
気
に
な

る
方

内
容
=
生
活
習
慣
病
と
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
/
サ
ラ
サ
ラ
血
液

と
は
/
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
る
運

動
ほ
か

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千

住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
(
2

日
制
)

日
時
=
7
月
3
1日
月
・
1
0月
2
日

月
、
午
前
1
0時
～
正
午

対
象
=
禁

煙
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
/
禁
煙

に
失
敗
し
て
い
る
方

内
容
=
ニ
コ

チ
ン
依
存
度
テ
ス
ト
、
禁
煙
方
法
の

講
義
や
応
援
レ
タ
ー
を
通
じ
て
、
禁

煙
を
サ
ポ
ー
ト

定
員
=
1
5人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

思
春
期
講
演
会

「
ひ
き
こ
も
り
」

日
程
等
=
表
3

※
終
了
後
、
個
別

相
談
あ
り
(
希
望
制
)

対
象
=
本

人
、家
族
、関
係
者
、区
内
在
住
で
希

望
す
る
方

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千

住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表3　 思春期講演会日程等

※ いずれも、時間は午後2 時～4 時

食
と
健
康
教
室
「
ひ
と
り
暮

ら
し
の
食
生
活
」
(
2日
制
)

日
時
=
7
月
詆
日
火
・
8
月
1
日

火
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=
一
人
暮
ら
し
や
少
人
数
の
家

族
で
、
工
夫
し
て
食
事
を
簡
単
に
バ

ラ
ン
ス
よ
く
取
り
た
い
方
/
手
軽
な

料
理
に
興
味
の
あ
る
方

内
容
=
元

気
に
暮
ら
す
食
生
活
と
は
/
料
理
を

手
軽
に
作
る
コ
ツ
/
簡
単
に
で
き
る

体
操
ほ
か

定
員
=
2
5
人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健

栄
養

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

地
域
栄
養
士
講
習
会

日
時
=
7
月
2
0日
木
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤

の
栄
養
士

内
容
=
糖
尿
病
食
事
管

理
の
実
際

講
師
=
高
村
宏
氏
(
高

村
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
)

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
保
健
栄
養

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
等
=
表
4

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

表4　7月～8月上旬の住区フェスティバル日程等
飲
み
水
の
簡
易
水
質

検
査
と
相
談

保
健
所
で
は
、
タ
ン
ク
水
の
簡
易

な
水
質
検
査
や
飲
み
水
に
関
す
る
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
=
区

内
タ
ン
ク
水
管
理
者
お
よ
び
利
用
者

検
査
項
目
=
残
留
塩
素
・
鉄
分

申

込
=
蛇
口
か
ら
数
分
間
水
を
流
し
た

後
、
よ
く
洗
っ
た
容
器
に
約
2
0
0
∝
を

入
れ
て
時
間
を
置
か
ず
に
持
参

※

水
道
法
に
基
づ
く
有
料
の
水
質
検
査

も
、
予
約
制
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

申
・
問
先
=
住
居
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

福

祉

在
宅
の
重
度
心
身
障

害
者
(
児
)
の
方
へ

□
日
常
生
活
用
具
の
給
付
・
住
宅
設

備
改
善
費
の
助
成

障
害
を
持
つ
方
の
、
日
常
生
活
の

利
便
を
図
り
ま
す
(
表
5
)
。

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
利

用
で
す
。

対
象
=
身
体
障
害
ま
た

は
知
的
障
害
で
、
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
に
支
障
が
あ
る
方

内
容
=
食

事
の
世
話
/
衣
類
の
洗
濯
、
補
修
/

身
の
回
り
の
世
話
/
通
院
介
助
ほ
か

※
排
せ
つ
介
護
な
ど
、
特
別
の
必
要

が
あ
る
場
合
は
、
夜
間
・
深
夜
・
早

朝
の
利
用
も
可
能
で
す
。

費
用
=

原
則
と
し
て
費
用
の
1
割
を
自
己
負

担

※
低
所
得
の
方
に
は
各
種
減
免

制
度
が
あ
り
ま
す
。

利
用
方
法
=

福
祉
事
務
所
に
相
談

―
―
い
ず
れ
も
―
―

介
護
保
険
法
か
ら
給
付
を
受
け
ら

れ
る
方
は
、
介
護
保
険
を
優
先
し
ま

す
。

申
・
問
先
=
福
祉
事
務
所

(表
6
)

表5　 日常生活用具の給付・住宅設備改善費の助成表6　 福祉事務所一覧

定
員
が
先
着
順
の
場
合
は
、
7
月
1
1
日
受
付
開
始

24時間医療機関案内「ひまわり」 　5272- 0303
※「ひまわり」とは、東京都保 健医療情報セ ンターの医療 機関案内です。

ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okyo. j p/
ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okyo. j p/ kt /
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
2
面
右
上
の
記
入
例
参
照

厚

生
労
働
省
へ
生
活
保
護
受
給

者

の
情
報
提
供
を
検
討
し
て

い
ま
す

厚
生
労
働
省
は
今
月
か
ら
、
福
祉

医
療
機
構
の
年
金
担
保
貸
付
に
つ
い

て
、
生
活
保
護
受
給
者
の
利
用
制
限

を
始
め
ま
し
た
。
同
省
の
通
知
に
基

づ
き
、
区
で
は
、
生
活
保
護
受
給
者

で
、こ
の
貸
し
付
け
を
受
け
て
償
還

中
お
よ
び
過
去
に
こ
の
貸
し
付
け
を

受
け
た
方
の
氏
名
、
基
礎
年
金
番

号
、
保
護
開
廃
日
の
情
報
を
、厚
生

労
働
省
に
提
供
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
先
=
自
立
推
進

係

　
(
3
8
8
0
)
5
4
8
2

訪
問
介
護
員
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
修

日
時
等
H
表
7

対
象
H
区
内
訪
問

介
護
事
業
所
で
訪
問
介
護
員
(
ヘ
ル

パ
ー
)
と
し
て
働
い
て
い
る
方

※
1

日
だ
け
の
参
加
も
可

申
込
=
所

属
す
る
事
業
所
へ
申
し
込
み

問
先
=

社
協
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(
3
8
8
9
)
1
4
8
8

区
・
高
齢
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

表7　 訪問介護員フォローアップ研修日程等

※いずれも、時間は午後1 時30 分～4 時30 分
※定 員は各回40 人

税
・
国
保
・
年
金

納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

1
8年
度
第
1
期
の
特
別
区
民
税
・

都
民
税
の
納
期
隕
が
過
ぎ
ま
し
た
。

納
期
隕
後
は
、
延
滞
金
(
年
率
1
4

・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
引
き
続
き
納
付
が
な
い
場
合

は
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
情
が
あ
っ
て
納
付
で
き
な
い
場

合
や
、
不
明
な
点
が
あ
る
と
き
は
、

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問

先
H
納
税
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

納
税
課
徴
収
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
7

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
の
高
額
療
養
費

所
得
計
算
で
の
公
的
年
金
控
除
な

ど
の
見
直
し
に
伴
い
、
新
た
に
現
役

並
み
の
所
得
を
有
す
る
と
認
定
さ
れ

た
方
(
課
税
所
得
が
1
4
5
万
円
以
上

で
、
7
0歳
以
上
ま
た
は
老
人
保
健
法

の
適
用
を
受
け
て
い
る
<
国
保
被
保

険
者
に
限
る
>
人
が
世
帯
に
い
る

方
)
は
、
高
額
療
養
費
の
白
己
負
担

限
度
額
を
、
一
般
水
準
に
据
え
置
き

ま
す
。

ま
た
、
老
年
者
対
象
の
住
民
税
非

課
税
措
置
の
廃
止
に
伴
い
、
低
所
得

者
世
帯
か
ら
、
新
た
に
一
般
世
帯
と

な
る
世
帯
に
お
い
て
、
世
帯
員
の
だ

れ
か
が
課
税
と
な
っ
て
も
非
課
税
に

と
ど
ま
る
方
は
、
低
所
得
者
の
自
己

負
担
隕
度
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
経
過
措
置
は
、
1
8年
8

月
か
ら
2
0年
7
月
受
診
分
ま
で
適
用

さ
れ
ま
す
。

問
先
H
こ
く
ほ
年
金

課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

高
額
療
養
資
金
の
貸
し
付
け

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
、
病
気

や
負
傷
に
よ
り
、
一
時
的
に
発
生
し

た
高
額
の
医
療
費
の
支
払
い
が
困
難

な
場
合
、
世
帯
主
に
対
し
必
要
な
資

金
を
貸
す
制
度
で
す
。

貸
付
額
H

保
険
診
療
に
当
て
は
ま
る
項
目
の
う

ち
、
法
令
で
定
め
る
高
額
療
養
費
に

当
て
は
ま
る
費
用
の
9
割

※
区
内

在
住
3
カ
月
以
内
の
方
に
は
、
貸
し

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問
先
卜

こ
く
ほ
年
金
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

7 月の休日納税・納付相談

日時=7 月23日日、午前9 時～午後4 時

場所= 区役所 お問い合わせ先は、

納税相談係 　3880- 5236

納税課徴収推進係 　3880- 5237

こくほ年金課納付相談係 　3880- 5243

介護保険課収納管理係 　3880- 5744

高
額
療
養
費
を
支
給
し
ま
す

同
じ
人
が
同
じ
月
に
、
同
じ
病
院

な
ど
で
治
療
を
受
け
、
支
払
っ
た
医

療
費
が
一
定
の
金
額
(
表
8
)
を
超

え
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
限
度
額
を

超
え
た
金
額
が
国
民
健
康
保
険
か
ら

支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

過
去
1
2ヵ
月
間
に
4
回
以
上
高
額

療
養
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
は
、
4

回
目
か
ら
の
自
己
負
担
限
度
額
は

通
常
よ
り
も
低
く
な
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
に
当
て
は
ま
る
世
帯

に
は
、
診
療
月
か
ら
約
3
ヵ
月
後
に

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

※
表
8

の
基
準
は
1
0月
の
診
療
分
か
ら
改
定

に
な
る
予
定
で
す
。
く
わ
し
く
は
今

後
、
あ
だ
ち
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

申
込
H
申
請
書

を
、
　

へ
郵
送
ま
た
は
窓
口

申
・
問
先
H
こ
く
ほ
年
金
課
給
付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

表8　 高額療養費における、70歳未満の方の自
己負担限度額( 70 歳以上の方は取り扱い
が異なります)

※ 1 … 過去12 カ月に4 回以上高額医療費に当ては
まる場合、4回目以降は医療費総額に関 わら
ず、カッコ内の金額が限度額になります。

※ 2 … 医療費総額が24万1, 000円を超えた場合、超
えた金額の1% を72, 300 円に加算した額が自
己負担限度額になります。

※ 3 … 医療費総額が46万6, 000円を超えた場合、超
えた金額の1% を13 万9, 800 円に加算した額が
自己負担限度額になります。

※ 4 … 住民税課税世帯のうち、基礎控除後総所得金
額等が670万円を 超える方は、上位所得者とな
ります。また、所得の申告がない場合も、上位所
得者とみなされます。

療
養
費
を
支
給
し
ま
す

医
療
費
を
皆
さ
ん
が
病
院
な
ど
に

い
っ
た
ん
全
額
を
支
払
っ
た
場
合

に
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て
申
請
す

る
と
、
国
民
健
康
保
険
で
定
め
ら
れ

た
基
準
額
の
7
割
(
8
・
9
割
の
場

合
も
あ
り
)
の
金
額
が
支
給
さ
れ
る

制
度
で
す
。

対
象
H
や
む
を
え
な

い
事
情
に
よ
り
、
保
険
証
で
治
療
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
/
コ
ル
セ

ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
補
装
具
を
作
っ

た
と
き
/

は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
施
術
を
受
け
る
と
き
(
医
師
が
認

め
、
病
院
な
ど
に
こ
れ
ら
の
施
設
が

な
い
と
き
)

申
・
問
先
H
▽
国
保

加
入
の
方
…
こ
く
ほ
年
金
課
給
付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
1
-

▽
老
人
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
・
:高

齢
医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

入
院
時
の
食
事
費
を

減
額
し
ま
す

申
請
に
よ
り
、入
院
時
の
食
事
に

係
る
負
担
額
を
軽
減
す
る
制
度
で

す
。
な
お
、
す
で
に
認
定
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
の
有
効
期
限
は
7

月
3
1日
ま
で
で
す
。
引
き
続
き
認
定

を
希
望
す
る
方
は
、
再
度
交
付
申
請

が
必
要
で
す
。
対
象
H
区
民
税
非

課
税
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の
H

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
/
世
帯

主
の
印
鑑
/
す
で
に
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
は
認
定
証

申
・
問
先
=

▽

国
保
加
入
の
方
・
:こ
く
ほ
年
金
課
給

付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

▽
老
人
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
…
高

齢
医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

葬
祭
費
を
支
給
し
ま
す

対
象
=
死
亡
し
た
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
葬
儀
を
し
た
方

支
給
額
卜
7

万
円

※
交
通
事
故
・
傷
害
な
ど

の
第
三
者
行
為
や
公
害
病
な
ど
が
原

因
で
死
亡
し
た
場
合
は
原
則
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要

な
も
の
卜
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
/
葬
儀
の
領
収
書
(
コ
ピ
ー
不

可
。
葬
儀
代
金
、
内
訳
に
葬
儀
一
式

の
表
示
が
な
い
領
収
書
の
場
合
は
明

細
書
も
必
要
)
/
葬
儀
を
し
た
方
の

印
鑑

申
込
H
窓
口

期
限
H
葬
儀

を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
2
年
間

申
・
問
先
H
こ
く
ほ
年
金
課
給
付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

税
・
国
保
・
年
金
は
、
6
面
に

続
き
ま
す
。

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

高
齢
者
の
人
権

～
ま
だ
ま
だ
活
躍
で
き
ま
す
～

平
均
寿
命
の
大
幅
な
伸
び
や
少
子

化
を
背
景
と
し
て
、
高
齢
化
が
急
速

に
進
ん
で
い
ま
す
。
区
内
人
口
に
占

め
る
、
6
5歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
の

割
合
を
示
す
高
齢
化
率
は
、
4
月
1

日
現
在
、
1
9・
4
0
%
(約
1
2万
5
千

人
)
に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
「
も
う
、
そ
ん

な
に
頑
張
ら
な
く
て
も
」
と
か
「
年

寄
り
の
出
る
幕
で
は
な
い
」
と
い
う

考
え
で
、
高
齢
者
が
排
除
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
者

が
年
齢
だ
け
を
理
由
に
社
会
参
加
の

機
会
を
奪
わ
れ
た
り
、
自
由
に
意
見

を
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た

ら
、
こ
れ
は
人
権
侵
害
だ
と
言
え
ま

す
。一

方
で
は
、
寝
た
き
り
な
ど
の
理

由
で
介
護
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
に

対
し
、
介
護
を
す
る
人
が
、
介
護
に

伴
う
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
虐
待
を

加
え
る
な
ど
の
問
題
点
も
生
じ
て
い

ま
す
。

人
生
の
先
輩
で
も
あ
り
、
長
年
、

社
会
に
貢
献
し
て
き
た
高
齢
者
が
肩

身
の
狭
い
思
い
を
し
て
い
る
と
し
た

ら
、
と
て
も
悲
し
い
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
実
情
を
踏
ま
え
、
4

月
に
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
改
正

さ
れ
、
段
階
的
な
雇
用
年
齢
の
引
き

上
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と

を
予
防
す
る
、
介
護
予
防
の
取
り
組

み
も
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

区
は
こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会

環
境
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

《
人
権
・
同
和
係
》

国民健康保険の
加入者で、出産
を控えた方へ

□ 出産育児一時金の支給
対象= 出産した方 ※ 妊娠85日
目以降であれば支給( 流産・死
産含む) 。出産者本人が他の医
療保険から同様の給付を受ける
ことができる場合( 1 年以上の
保険加入で、脱退後6 ヵ月以内
の出産) は、国民健康保険から
は支給されません。 支給額=
出生児一人につき35万円 申請
に必要なもの= 国民健康被保険
者証/ 母子健康手帳/ 世帯主の
印鑑/ 世帯主名義の預金通帳
( 郵便局は除く) ※ 流産、死
産の場合は医師の証明書 申込=
窓口 申先= こくほ年金課給

付係
□ 出産費資金の貸し付け
対象= 次のいずれかに当てはま
る被保険者の属する世帯主…出
産予定日まで1 ヵ月以内/ 妊娠4
ヵ月以上で医療機関などから

出産費の請求を受けた、または
支払った方 内容= 出産育児一
時金の支給が見込まれる世帯主
に、出産育児一時金の8 割を限

度に貸し付け 申請に必要なも
の= 国民健康被保険者証/ 母子
健康手帳/ 世帯主の印鑑/ 世帯
主名義の預金通帳( 郵便局は除
く) / 医療機関などの請求書ま
たは領収書 申込= 窓口 申先=
こくほ年金課給付係

□ 出産費資金貸付金受領委任払
い
区 と協定 を結 んだ医療 機 関
( 区外 も可) で出産を予定し、
出産費資金貸付制度を利用する
場合、貸し付け金を医療機関に
直接振り込むことができます。
協定医療機関など、くわしくは
お問い 合わせ ください。 受 領
委任払額上限=28 万円 申込=
出産予定日2 ヵ月前から医療機
関に相談・申し込み後、こくほ
年金課に連絡

――いずれも――
問先= こくほ年金課給付係

3880- 5241

区役所へは電車やバスを利用してください
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油断は禁物!　食中毒
～家庭でできる食中毒予防～

これからの季節は、気温や湿度が高くなり、食中毒が発生しやすくなります。
食中毒の細菌は肉眼では見えないため、一見、清潔に見える食品や調理器具で
も、食中毒菌がいないとは限りません。
今号では、食中毒を未然に防ぐ方法をお知らせします。

お問い合わせは、足立保健所食品保健係
または食品監視第一・第二係まで

3880- 5363 ・5364

「つけない」「増やさない」「やっつける」
～食中毒予防3 原則を忘れずに実践しよう～

つけない
▲ 手や調理器具などをきれいに洗い、
清潔に保つ

やっつける
▲ 十 分 に加熱 調理 する

増やさない

物を詰めす
ぎない!

温度管理に

注意!

・細菌が増えないように
冷蔵庫などでしっかり保

存する

・冷蔵庫は10℃以下、冷凍

庫はマイナス15℃以下で

温度管理する

・食肉や魚はビニール袋や

容器に入れて、ほかの食

品に肉汁などがかからな

いようにする
・冷蔵庫や冷凍庫の中は、

物を詰めすぎす、7 割を
目安に

・庫内が汚れたらこまめに

掃除を

食中毒かな?　というとき
食中毒の主な症状は、下痢・腹

痛・吐き気・おう吐などです。
家庭の食事、弁当など共通の食

品を食べた人たちに、同様の症状
が現れると食中毒が疑われます。
「食中毒かな」と思ったら、早め
に医師の診断を受けまし ょう。医
師の診断を受けずに、むやみに市
販の下痢止めなどの薬を服用する

のは避けてください。また、脱水
症状を起こさないよう、水分はし
っかり補給しましょう。
抵抗力の弱い乳幼児や高齢者な

どでは、重症になりやすいので、
特に注意が必要です。
保健所では食中毒の原因究明の

ための調査を行います。食品が残
っている場合はそのまま冷蔵庫
へ。買った店のレシートや空の容
器、包装紙なども残っていたら、

保管しておきましょう。

足
立
保
健
所
で
は
、
食
中
毒
に

関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
グ
ル

メ
な
み
な
さ
ん
食
中
毒
に
ご
用

心
」
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

カンピロバクター食中毒
にご用心
近年、カンピロバクターという細

菌による食中毒が多 く発生していま
す。
17年には、都内で発生した食中毒

件数の4 分の1 を占め、足立区内で
も2 件発生してい ます。
カンピロ バクター食中毒はO157

と同じように、発病までの潜伏期間
が長いこ とが特徴です。通常2 日～7
日の 潜伏 期 間を経 て、下痢、腹

痛、発熱、頭痛、吐き気などの症状
を引 き起こし ます。
鶏肉や牛のレバーはカンピロバク

ターに汚染されていることがあり、
この菌による食中毒の主たる原囚食
品 となってい ます。 特に生で食べ
る「鶏刺し」「鶏わさ」「牛レバ刺し」
などが原因となる場合があります。
注意しましょう。

カンピロバクター食中毒
を予防するには

カンピロバクターは、少しの菌で
も食中毒を起こすため、加熱( 菌を
やっつける) と二次汚染の防止( 菌
をつけない) の徹底が重要です。

□ 加熱( 菌をやっつける)
食肉やレバーを生で食べるのは避

け、十分加熱して食べる。
唐揚げでは…高い温度で揚げると

表面ばかり色がついてしまいます。

中まで火が通る( 肉の中心部の色が
ピンク〈生の肉の色〉から白く変 わ
るぐらい まで加熱する) ように、油
の温度に気を付け ましょう。冷蔵状
態から揚げた場合と、冷凍のものを
揚げ た場 合では、見 た目が 同じで
も、中心部の火のとおり具合がかな
り違います。冷凍のものは、低い 温
度からじっくり揚げるようにしてく
ださい。
バーベキューでは… じっくり焼い

て、中まで火が通ったことを確認し
てから食べましょう。暗いところで
調理する場合は、加熱が十分かどう
かを見た目で判断することが難しい
ので、加熱時間をいつ もより長めに
することがポイントです。
冷凍肉を焼く場合は、中心部の温

度が 上がる までに時 間が掛 かり ま
す。注意しましょう。

□ 二次汚染を防止する( 菌を
つけない)
サラダなどの生で食べるものは肉
類とは別に調理する。
肉を触った後は、ほかのものに触る
前にせっけんなどで手をよく洗う。
生肉を扱う場合には、専用の取り
ばしかトング( 取りばさみ) を使
用し、生の肉に触れたはしなどで
食事をしない。
このようにカンピロバクター食中

毒は、調理や食事の時にちょっとし
た注意をすることで防ぐことができ
ます。
今年の夏も健康管理に気を配り、

食中毒を吹き飛ばしましょう。

▲ 生で食べるサラダなどは、肉料理
をする前に作るなど、調理の順番
を工夫することも大切です。

▲ できれば、肉類専用のまな板や包
丁を用意しましょう。専用の物が
難しい場合は、きれいに洗つてか
らほかの調理をしましょう。

▲ 生肉を切つた時には、まな板を水
で洗い流すだけでは不十分です。
洗剤をつけて洗つた後に、熱湯を
かけて消毒しましょう。台所用漂
白剤( 次亜塩素酸ナトリウム) に
よる消毒も有効です。

あ
な
た
の
仕
事
探
し
を
お
手
伝
い

あ
だ
ちワ

ー
ク
セ
ン
タ
ー

「
あ
だ
ち
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
で

は
区
役
所
北
館
2
階
に
、
求
人
情
報

を
自
分
で
検
索
で
き
る
機
械
1
4台
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仕
亊
の
相
談
や
紹
介
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
利
用
日
時
=
月
～
金
曜

日
、
午
前
8

時
3
0分
～
午
後
5

時
(

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

※
雇

用
保
険
の
受
給
手
続
き
は
、
束
京
芸

術
セ
ン
タ
ー
7
階
(
千
住
1
-
4
-

古

の
(
ロ
ー
ワ
1
ク
足
立
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
問
先
=

あ
だ
ち

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
0
9
5
7

区
・
就
労
支
援
室

(
3
8
8
0
)
5
4
6
9

あ
だ
ち
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

1
8年
4
月
現
在
、
日
本
の
3
4歳
以

下
の
完
全
失
業
者
数
は
1
3
5
万
人
(
1
5

～
6
4歳
は
2
8
4
万
人
)
と
若
年
層
に
と

っ
て
厳
し
い
就
業
状
況
で
す
。

一
方
、
不
安
定
な
就
労
を
続
け
て

い
る
た
め
生
活
の
基
盤
が
弱
く
、
家

族
へ
の
精
神
的
・
経
済
的
依
存
か
ら

抜
け
出
せ
ず
、
自
立
に
至
っ
て
い
な

い
若
者
も
い
ま
す
。
中
に
は
、
家

か
ら
出
ら
れ
な
い
、
何
を
す
べ
き
か

分
か
ら
な
い
、
就
職
活
動
に
踏
み
出

せ
な
い
な
ど
、
自
分
の
状
況
が
よ
く

理
解
で
き
ず
に
、
社
会
的
自
立
に
至

っ
て
い
な
い
若
者
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
若
者
の
自
立
を
支
援

す
る
た
め
、「
あ
だ
ち
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
、
東
京
芸
術

セ
ン
タ
ー
8
階
(
千
住
1
1
4
1

古

に
開
設
し
、
3
5歳
位
ま
で
の
方

を
対
象
に
、
N
P
O

法
人
と
協
働

で
、
次
の
よ
う
な
就
労
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▽
相
談
事
業
・
:
同
世
代
の
ス
タ
ッ
フ

が
、
自
立
に
向
け
て
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
ま
た
、
就
労
意
欲
の
向

上
に
向
け
た
訪
問
相
談
も
行
う
予

定
で
す
。

▽
交
流
ス
ペ
ー
ス
…
利
用
者
同
士
の

交
流
の
場
と
し
て
や
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

▽
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
(
予

約
制
)
…
専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
進
路
や
就
職
・
転
職

活
動
に
つ
い
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。

▽
就
職
活
動
セ
ミ
ナ
ー
(
予
約
制
)

…
自
己
分
析
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
や
、
英
会
話
講
座
な

ど
を
少
人
数
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
(
予
約
制
)
…

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
人
門

講
習
、
職
務
経
歴
書
作
成
講
座
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
わ
が
子
の
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
相
談
(

予
約
制
)

…
専
門
の
相
談
員
が

ご
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま

す

。

▽
保
護
者
向
け
出
張
セ
ミ
ナ
ー
・
出

張
相
談
(

予
約
制
)

…
区
内
施
設

に
相
談
員
が
出
向
き

、セ
ミ
ナ
ー
・

相
談
事
業
を
行
う
予
定
で
す

。

利
用
日
時
=

月
～
土
曜
日

、
午
前
一
1
1
一

時
～
午
後
7

時
(

日
曜
・
祝
日
を
除

く
)

問
先
=

あ
だ
ち
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(
3
8
8
2
)
4
3
0
7

区
・
就
労
支
援
室

(
3
8
8
0
)
5
4
6
9

▲ 相談員が誠意を持って対応し
ます

人
材
募
集

都
営
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

西
新
井
本
町
(
管
理
人
)

対
象
H
5
5歳
以
下
で
同
居
し
て
い
る

家
族
が
い
る
方
(
所
得
基
準
に
よ

る
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
資
格

要
件
あ
り
)

勤
務
内
容
=
住
み
込

み
で
の
、
入
居
者
や
高
齢
者
の
緊
急

時
対
応
業
務
や
生
活
相
談

※
勤
務

条
件
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。
募
集
人
数
=
I
人

採
用
予
定
日
H
9

月
1
日

申
・
問

先
=
住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
理
学
療
法
士

(専
門
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
理
学
療
法
士
の
有
資
格
者

勤
務
内
容
=
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
お
け
る
機
能
訓
練
な
ど

勤
務
条

件
=
週
4
日
(
1
日
6
時
間
)

雇

用
期
間
=
7
月
～
1
9年
3
月

報
酬
=

日
額
1
万
8
千
円

募
集
人
数
=
1

人

選
考
=

▽
一
次
…
書
類
審
査

▽
二
次
…
面
接

採
用
予
定
日
=
7

月
下
旬

申
込
H
履
歴
書
(
写
真
貼

付
)
と
資
格
証
明
書
の
写
し
を
郵
送

期
限
=
7
月
1
4日
消
印
有
効

申
・

問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
社
会
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
係

〒
1
2
1・0
8
1
6

梅
島
3
-
3
1
-
1
9

(
5
6
8
1
)
0
1
3
1

区
立
第
二
本
木
保
育
園

看
護
師
臨
時
職
員

対
象
=
看
護
師
ま
た
は
保
健
師
有
資

格
者

勤
務
内
容
=
O

歳
児
保
育
お

よ
び
園
児
の
健
康
管
理
ほ
か

勤
務

条
件
=

週
5
日
(
1

日
6

時
間
程

度
)

雇
用
期
間
=
・・
月
1
日
～
1
9

年
3
月
3
1日

報
酬
=
日
額
9
千
蟆

円
(
交
通
費
込
み
)

募
集
人
数
=
I

人

選
考
=
登
録
手
続
き
後
、
区

立
第
二
本
木
保
育
園
で
面
接

申
込
=

電
話
ま
た
は
保
育
課
窓
口

申
・

問
先
=
保
育
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

育
児
休
業
代
替
非
常
勤
職
員

対
象
=
精
神
保
健
福
祉
士
の
有
資
格

者

勤
務
内
容
=
精
神
障
害
者
の
通

所
訓
練
や
指
導

勤
務
条
件
=
週
4

日
(
週
3
0時
間
)

報
酬
=
月
額
2
0

万
円
(
交
通
費
別
途
支
給
)

募
集

人
数
=
2
人

選
考
=
書
類
審
査
お

よ
び
面
接

申
込
=
履
歴
書
(
写
真

貼
付
)
と
資
格
汪
明
書
の
写
し
を
郵

送

期
限
=
7
月
3
1日
必
着

申
・

問
先
=
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
就

労
支
援
係

〒
1
2
1
・
0
8
1
3
竹
の

塚
6
-
1
8
-
1
2

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

甘
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
!

気
を
つ
け
よ
う
マ
ル
チ
商
法

事

例

「
息
子
が
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
、

健
康
食
品
を
親
戚
や
知
り
合
い
に

勧
め
て
い
る
が
心
配
だ
」
と
い
う

相
談
電
話
が
母
親
か
ら
あ
っ
た
。

マ
ル
チ
商
法
と
思
わ
れ
た
の
で
注

意
点
と
、
で
き
れ
ば
息
子
A
さ
ん

か
ら
連
絡
が
欲
し
い
と
伝
え
た
。

数
週
間
後
、
A
さ
ん
自
身
か
ら

次
の
よ
う
な
相
談
が
あ
っ
た
。

「
高
校
時
代
の
友
だ
ち
に
再
会

し
、
健
康
食
品
な
ど
を
勧
め
ら
れ

た
。
最
初
は
断
っ
た
が
、
結
局
数

日
後
に
行
わ
れ
た
説
明
会
に
参
加

し
た
。
そ
こ
で
強
引
に
勧
誘
さ

れ
、
断
り
き
れ
ず
に
契
約
し
、
自

分
が
勧
誘
す
る
立
場
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
後
、
親
戚
や
友
人

に
勧
め
た
が
断
ら
れ
、
そ
の
後
は

会
う
こ
と
さ
え
避
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
契
約
も
取
れ
ず
、
周

囲
の
信
頼
も
失
い
、
今
後
ど
う
し

た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
く
な
っ

た
。」

こ
れ
は
、
法
律
で
は
「
連
鎖
販
売

取
引
」
と
さ
れ
る
も
の
で
、
一
般
に

は
マ
ル
チ
商
法
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
マ
ル
チ
商
法
は
、
商
品
の
販
売

と
同
時
に
、
会
員
の
勧
誘
に
重
点
が

置
か
れ
ま
す
。
入
会
後
は
、
商
品
を

他
の
人
に
購
入
さ
せ
る
と
、
何
ら
か

の
利
益
(
特
定
利
益
)
が
得
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
部
分
の
人
は
新
し
い
会
員
の
勧
誘

が
で
き
ず
、
自
分
が
購
入
し
た
商
品

の
支
払
い
が
残
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
友
人
を
勧
誘
し
た
場
合
、
そ
の

友
人
に
損
害
を
与
え
る
結
果
に
な

り
、
人
間
関
係
も
悪
く
し
て
し
ま
い

ま
す
。

そ
の
後
A
さ
ん
は
、
消
費
生
活
相

談
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
脱
会
の
手
続

き
を
し
、
商
品
の
一
部
も
返
品
で
き

ま
し
た
。

マ
ル
チ
商
法
の
問
題
点

マ
ル
チ
商
法
は
、
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

契
約
者
が
、
十
分
に
仕
組
み
や
リ
ス

ク
を
理
解
し
た
上
で
契
約
を
す
る
こ

と
は
自
由
で
す
。
し
か
し
実
際
は
、

勧
誘
が
う
ま
く
い
か
ず
に
、
自
ら
の

支
払
い
に
追
わ
れ
る
と
い
う
被
害
が

非
常
に
多
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
特
定
商
取
引
に
関
す
る

法
律
で
は
、
連
鎖
販
売
取
引
と
し

て
、
事
業
者
規
制
と
消
費
者
保
護
を

行
っ
て
い
ま
す
。

契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
…

□
無
条
件
に
契
約
解
除
で
き
る
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ

マ
ル
チ
商
法
の
場
合
は
、
無
条
件

に
契
約
を
解
除
で
き
る
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
期
間
が
、
2
0日
間
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
勧
誘
者
が
消
費
者
に
ク
ー

リ
ン
グ
ー
オ
フ
を
知
ら
せ
な
か
っ
た

り
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
が
で
き
な

い
よ
う
に
妨
害
し
て
い
た
場
合
は
、

改
め
て
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
を
知
ら

せ
る
書
面
を
交
付
・
説
明
し
た
と
き

か
ら
、
さ
ら
に
2
0日
間
延
長
さ
れ
ま

す
。
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
は
、
(
ガ

キ
で
販
売
会
社
の
代
表
者
宛
て
に
告

げ
る
の
が
一
般
的
で
す
(
図
1
)
。

(
ガ
キ
を
書
い
た
ら
、
必
ず
コ

ピ
ー
を
し
て
保
管
し
、
簡
易
書
留
や

配
達
記
録
郵
便
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

□
中
途
解
約
・
返
品
ル
ー
ル

加
入
契
約
は
い
っ
で
も
退
会
が
で

き
ま
す
が
、
商
品
を
返
品
で
き
る
退

会
は
、
加
入
契
約
か
ら
1
年
以
内
、

か
つ
、
商
品
の
引
き
渡
し
後
9
0日
以

内
の
未
使
用
品
に
限
ら
れ
ま
す
。

図1　 ハガキ記入例

宛
名
は
販
売
会
社
の
代
表
者

に
し
ま
す

□
分
割
払
い
の
抗
弁
権
の
接
続

支
払
方
法
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
分
割

払
い
の
場
合
、
契
約
に
問
題
が
あ
る

と
、
販
売
会
社
に
対
す
る
主
張
と
同

じ
内
容
で
、
信
販
会
社
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
支
払
い
停
止
を
、
申
し
出
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

▽
契
約
前
に
、
経
費
や
仕
組
み
を
よ

く
理
解
し
て
実
情
を
確
認
す
る
。

▽
受
け
取
っ
た
概
要
書
面
や
契
約
書

は
必
ず
保
管
し
て
お
く
。

▽
安
易
に
友
人
な
ど
を
勧
誘
を
し
な

い
。

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー
相
談
電

話
(
午
前
9
時
～
午
後
4
時
4
5分
)

(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

8 割以上の人が公園などを利用
～17年度第4回区政モニターアンケート集計結果～

区では、区政に関するテーマを決め、モニ
ターアンケートを行っています。区政モニ
ターアンケート報告書は、区政情報室、区内
図書館でご覧になれます。 テーマ= 公園に
ついて 調査期間=3 月2 日～9 日 回答人
数=175 人( 回答率93. 1%) 問先= 区民の声
係 　3880- 5839

問
1
　
あ
な
た
は
公
園
や
児
童
遊

園
、
河
川
敷
緑
地
(
野
球
場
・
広

場
・
自
然
地
等
)
を
利
用
し
ま
す

か
。
次
の
中
か
ら
1
つ
だ
け
選
ん

で
く
だ
さ
い
。
(
○
は
1
つ
だ
け
)



2006年( 平成18年) 7 月10日あ だ ち 広 報第1472号 ( 6)

区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申 し込み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み係名など)

※ 記 事中に住所の記載がある

ものは、その住所へ申し込み

区のホームペ ージアドレスは
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先… 場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

定員が先着順の場合
は、7 月11日受付開始

税
・
国
保
・
年
金

障
害
基
礎
年
金
「
現
況
届
」

の
提
出
を
忘
れ
ず
に

2
0歳
前
の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
へ
、
(

ガ
キ
で
の
現
況
届
を
送
付
し
ま
し

た
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
必
ず
7

月
3
1日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
が
遅
れ
る
と
、
1
0月
に
支

給
さ
れ
る
年
金
を
、
一
時
的
に
受
け

取
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
所
得
審
査
も
行
い

ま
す
。
収
入
が
障
害
基
礎
年
金
の
み

の
方
も
、
1
月
1
日
現
在
の
住
所
地

で
、区
民
税
の
申
告
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
本
人
の
所
得
限
度

額
は
表
1
の
と
お
り
で
す
。

□
国
民
年
金
の
加
入
期
間
が
あ
る
方

が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
手
続
き

6
月
1
0日
号
に
掲
載
し
た
遺
族
基

礎
年
金
の
ほ
か
に
も
、
国
民
年
金
か

ら
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
年

金
を
受
け
て
い
る
方
が
死
亡
し
た
と

き
は
、死
亡
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

▽
寡
婦
年
金
・
:
第
1
号
被
保
険
者
と

し
て
2
5年
以
上
保
険
料
を
納
付
(
免

除
期
間
も
含
む
)
し
た
夫
が
、
年
金

を
受
け
ず
に
死
亡
し
た
と
き
、
1
0年

以
上
婚
姻
期
間
が
継
続
し
て
い
る
妻

に
、
6
0歳
か
ら
6
5歳
に
な
る
ま
で
支

給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額
=
夫
の
老

齢
基
礎
年
金
額
の
4
分
の
3

▽
死
亡
一
時
金
…
第
1
号
被
保
険
者

と
し
て
3
6ヵ
月
以
上
保
険
料
を
納
付

し
た
方
が
年
金
を
受
け
ず
に
死
亡
し

た
と
き
、
生
計
を
共
に
し
て
い
た
遺

族
(
配
偶
者
、子
、父
母
、孫
、柤
父

母
、
兄
弟
姉
妹
の
順
)
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

支
給
額
=
3
6
ヵ
月
以
上
、

納
付
月
数
に
応
じ
て
1
2万
～
3
2万
円

▽
未
支
給
年
金
・
:年
金
を
受
け
て
い

る
方
が
死
亡
し
た
と
き
、
生
計
を
共

に
し
て
い
た
遺
族
(
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
、
柤
父
母

、
兄
弟
姉
妹
の

順
)
に
、
未
払
い
の
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
死
亡
届
も
合

わ
せ
て
手
続
き
し
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

届
出
・
請
求
先
=
表
2

問
先
=
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
(
年
金
請
求
な
ど

の
相
談
)

0
5
7
0
(
0
5
)
1
1
6
5

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
(
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
の
相
談
)

0
5
7
0
(
0
7
)
1
1
6
5

足
立
社
会
保
険
事
務
所

(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

区
・
年
金
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

表1　 障害基礎年金受給者本人の所得限度額

※ 以降、扶養人数が1 人増えるごとに38万円加算
※ 一部支給限度額を超えると全額支給停止となります。

表2　 死亡届の届出先・未支給年金の請求先

土
地
・
建
物
・
道
路

都
市
計
画
の
告
示

□
舎
人
・
古
千
谷
本
町
地
区
地
区
計

画
の
変
更

変
更
内
容
=
舎
人
五
丁
目
地
内
の
公

園
2
号
の
面
積
変
更

告
示
日
=
7

月
7
日

問
先
=
都
市
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

「
都
市
計
画
公
園
・
緑
地
心
整
備

方
針
」
を
定
め
ま
し
た

都
と
区
市
町
は
共
同
で
、「
都
市

計
画
公
園
・
緑
地
の
整
備
方
針
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
区
で
は
西
新
井
公

園
な
ど
で
、
今
後
1
0年
間
に
着
手
す

る
予
定
の
「
優
先
整
備
区
域
」
を
定

め
ま
し
た
。
な
お
、「
優
先
整
備
区

域
」
以
外
の
区
域
で
は
、
建
築
制
限

を
2
階
建
て
か
ら
3
階
建
て
ま
で
に

緩
和
し
ま
す
。
※
8
月
1
日
施
行

予
定

問
先
=
公
園
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
9

養
成
講
習
会
「
被
災
建
築

物
応
急
危
険
度
判
定
員
」

日
時
=
9
月
1
2日
火
・
1
0月
1
8日

水
、
午
後
1
時
3
0分

場
所
=
都
庁

対
象
=
都
内
在
住
・
在
勤
で
、
∵

二
級
建
築
士
、
木
造
建
築
士
の
方

定
員
=
各
5
0
0
人

申
込
=
所
定
の
申

込
書
を
持
参

※
申
込
書
は
開
発
指

導
課
で
配
付

期
限
=
7
月
3
1日

申
・
問
先
=
建
築
防
災
係

(
3
8
8
0
)
5
9
5
2

自
転
車
駐
車
場
の

設
置
助
成
制
度

対
象
=
放
置
自
転
車
対
策
で
民
営
自

転
車
駐
車
場
を
設
置
す
る
、
次
の
す

べ
て
に
当
て
は
ま
る
方
…
鉄
道
駅
か

ら
3
0
0
m
以
内
の
地
域
に
設
置
す
る
/

自
転
車
(
5
0匹
原
動
機
付
き
自
転
車

を
含
む
)
を
3
0台
以
上
収
容
で
き
る

/
5
年
以
上
継
続
し
て
運
営
す
る

金
額
=
要
綱
の
規
定
に
よ
り
算
出

※
上
隕
額
は
、
平
置
式
5
0
0
万
円
、
立

体
式
1
千
万
円

申
請
期
間
=
工
事

着
工
か
ら
自
転
車
駐
車
場
の
開
設
後
1

年
以
内

※
く
わ
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
・
問
先

と
父
通
安
全
対
策
課
駐
車
場
推
進

(
3
8
8
0
)
5
2
9
1

暮
ら
し

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

ご
注
意
を

日
差
し
が
強
く
、
気
温
も
高
く
な

り
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や

す
い
季
節
で
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
の
発
令

と
解
除
は
、
防
災
無
線
で
放
送
す
る

ほ
か
、
公
共
施
設
や
一
部
の
薬
局
薬

店
の
店
頭
に
も
掲
示
し
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
影
響
で
、
高

齢
の
方
や
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
体
調

が
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
注

意
報
が
出
た
ら
、
外
出
を
控
え
る
な

ど
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
環
境
保
全
課
調
査
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
7

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
学

習
す
る
団
体
を
応
援
し
ま
す

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
7

人
以
上
の
団
体

内
容
=
子
育

て
、
夫
婦
・
親
子
関
係
、
働
く
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
の
公
開
学
習
会
や
講

演
会
の
講
師
謝
礼
に
要
す
る
費
用
の

一
部
助
成

募
集
数
=
5
団
体
(
先

着
順
)

申
込
=
所
定
の
中
込
書
を

持
参

※
申
込
書
は
、
男
女
参
團
プ

ラ
ザ
で
配
付

期
限
=
1
2月
2
2日

申
・
問
先
=
男
女
参
圓
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

「
人
権
と
同
和
問
題
」に

関
す
る
講
座
を
企
画
・
実

施
す
る
団
体
を
募
集

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

区
内
で
活
動
す
る
7
人
以
上
の
団
体

内
容
=
同
和
問
題
の
正
し
い
知
識
の

取
得
・
理
解
に
よ
り
、
差
別
を
防
止
・

解
決
す
る
講
座
の
企
画
・
実
施

申

込
=
申
込
書
を
、
　

へ
郵
送
ま
た

は
持
参

※
申
込
書
は
総
務
課
で
配

付
ま
た
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
出
力
。
申
し
込
み
後
に
「
企
團
説

明
会
」
を
行
っ
た
上
で
採
用
を
決
定

期
限
=
7
月
3
1日
必
着

申
・
問
先
=

人
権
・
同
和
係

(
3
8
8
0
)
5
4
9
7

先
進
的
な
環
境
改
善

活
動
に
助
成
し
ま
す

募
集
期
間
=
7
月
1
0日
～
2
4日

対

象
=
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
推
進
、
環
境
教
育
活

動
な
ど
の
先
導
的
な
実
践
・
研
究
活

動
を
行
っ
て
い
る
区
民
、
非
営
利
団

体
お
よ
び
事
業
者
な
ど

内
容
=
環

境
基
金
審
査
会
の
審
査
で
決
定
し
た

活
動
に
費
用
の
2
分
の
1
を
助
成
。

※
上
隕
1
千
万
円
。
申
込
方
法
な

ど
、
く
わ
し
く
は
募
集
要
項
を
参

照
。
募
集
要
項
は
、
環
境
推
進
課
窓

口
で
配
付
。
申
・
問
先
=
環
境
推

進
課
計
團(

3
8
8
0
)
5
1
1
1
代

催

し

物

あ
だ
ち
再
生
館

「
夏
の
特
別
企
画
」

日
程
等
=
表
3

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

申
込
=
電

話
ま
た
は
(
ガ
キ
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
の
講
座
名
を
連
絡

期
限
=
7
月
1
5日
必
着

場
・
申
・

問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜
・
祝

日
休
館
)

〒
1
2
0
・
0
0
1
1

中
央

本
町
2
-
9
-
1

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

表3　 あだち再生館夏の特別企画

※ いずれも時間は、午後1 時～3 時

夏
休
み
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
等
=

▽
7
月
2
9
日
上

、
午
前
1
0

時
～
午
後
1

時
…
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

▽
8
月
2
4
日
木

、
午
前
一
1
1
一
時
～
午
後
2

時
・
:
東
和
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
=

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
(

子
ど
も
だ
け
で
も
可
)

内
容
=

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
作
る
野
菜

た
っ
ぷ
り
の
料
理

持
ち
物
=

エ
プ

ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
布
き
ん
・
筆
記

用
具

定
員
=
2
0
人
(

先
着
順
)

費
用
=
1

人
3
0
0円
(

材
料
費
)

申

込
=

電
話

申
・
問
先
=

中
央
本
町

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5

夏
休
み
子
ど
も
実
験
教
室

な
ぜ
な
ぜ
?
　
ジ
ュ
ー
ス

の
あ
ま
～
い
体
験

日
時
=
8
月
1
日
火
、
午
後
1
時
～
4

時

対
象
=
小
学
5
・
6
年
生

内
容
=
ジ
ュ
ー
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
、
お
茶
な
ど
の
糖
分
測
定
や
、

飲
み
比
べ
て
甘
さ
の
感
じ
方
の
違
い

を
体
験

講
師
=
区
職
員

定
員
=
1
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
衛
生
試
験
所

(
3
8
8
0
)
5
3
7
0

「贈らない! 　 求めない! 　

受け取らない! 」寄附の禁止

政治家など( 立候補予定者を含む)
が有権者に寄附をすることや、有権者
が寄附を求めることは禁止されていま
す。政治家などが寄附の禁止に違反
し、処罰されると、公民権( 選挙権・
被選挙権) が停止されます。また、求
めた有権者も処罰されます。禁止され
ている寄附は金銭に限らず、地域の催
しに飲食物を差し入れすること、タオ
ルやうちわを配ること、お中元やお歳
暮、開店祝いの花輪などを贈ることも
含まれます。
ルールを守った明るい選挙実現のた

め、皆さんのご協力をお願いします。
問先= 選挙管理委員会

3880- 5581

7月は青少年の非行防止
と保護の徹底を図る強調
月間です!
夏休みを前に非行防止に対する
共通の認識を深め、青少年の健全
育成にご協力をお願いします。
問先= 青少年センター活動支援
係 　5242- 8163

定
員
が
先
着
順
の
場
合
は
、
7
月
1
1
日
受
付
開
始
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
6
面
右
上
の
記
入
例
参
照

N
P
O
体
験
講
座
「
紙
す

き
体
験
　
～
ケ
ナ
フ
～
」

日

時
=
7

月
2
9

日

土

、
午

後
1

時

～
4

時

対

象
=

小

学

生

以

上

で

環

境

問

題

に

関

心

の

あ

る

方
(

小

学
3

年

生

ま

で

は

保

護

者

同

伴
)

内

容
=

環

境

保

全

に

役

立

つ

ケ

ナ

フ

の

利

用

・
開

発

活

動

の
紹

介
/

ケ

ナ

フ

を

使

つ
た

紙

す

き

体

験

講

師
=
N
P
O

法

人

日

本

ケ

ナ

フ

開

発

機

構

員

定

員
=
2
0

人
(

先

着

順
)

期

限
=
7

月
2
2

日

必

着

申

込
=

電

話

・

フ

ァ

ク

ス

・
E

メ

ー

ル

で

住

所

、

氏

名

、
電

話

番

号

、
E

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス
(

持

つ

て

い

る

方

の

み
)

、
講

座

名

「N
P
O

体

験

講

座

」

を

連

絡

場

・
申

・
問

先
=
N
P
O

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

(
3
8
4
0
)
2
3
3
3

n
p
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

講
座
「
N
P
O

法
人
を
つ

く
ろ
う
!

」
(
2
日
制
)

日
時
=
7

月
2
0日
木
・
2
5日
火
、
午

後
6
時
～
8
時

対
象
=
N
P
O

法

人
設
立
に
関
心
の
あ
る
個
人
、
団
体

内
容
=
N
P
O

法
人
化
の
意
味
や
法

人
設
立
の
手
続
き
、
申
請
書
類
作
成

方
法
に
つ
い
て
、
専
門
的
か
つ
具
体

的
に
学
ぶ

講
師
=

福
島
達
也
氏

(
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
団
理
事
長
)

定
員
=
3
0
人

(
先
着
順
)

期
限
=
7

月
1
5日
必

着

申
込
=
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E

メ

ー

ル

で

住

所

、
氏

名

、
電

話

番

号

、
E

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス
(

持

っ

て

い

る

方

の

み
)

、
講

座

名

「N
P
O

法

人

設

立

講

座

」

を

連

絡

場

・
申

・

問

先
=
N
P
O

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

　
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

　
(
3
8
4
0
)
2
3
3
3

　
n
p
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

歌
声
は
ず
む
合
唱
の
響

き
「
海
の
日
ジ
ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
=
7
月
1
7日
祝
、
▽
学
生
の
部

…
午
後
1
時

▽
大
人
の
部
・
:
午
後
6

時
3
0分

※
い
ず
れ
も
開
場
は
、
3
0

分
前

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

出
演
団

体
=
東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団
/

歓
喜
の
宴
合
唱
団
ほ
か

費
用
=
▽

学
生
の
部
…
無
料

▽
大
人
の
部
…
5
0
0

円

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

環
境
教
育
講
座
「
フ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ワ
イ
ル
ド
・
W
E
T
」

日
程
等
=
表
4

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
の
1
8歳
以
上
の
方

内
容
=

体
験
的
な
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
指
導
者
を
養
成
す
る
講
座

定
員
=
1
0

人

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
第
九
中
学
校

(
3
8
8
7
)
7
7
9
1

表4　 環境教育講座日程等

※いずれも費用は、6, 200円( テキスト・保険・材料代)
※ 講座修了者は、指導者の資格を取得できます。

企
画
展
「
一
攫
千
金
・
商
売
繁

盛
　
～
富
を
求
め
る
民
俗
～
」

日
程
=
7
月
2
2日
～
9
月
1
8日
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時

内
容
=

「
商

売
繁
盛
」
を
祈
る
信
仰
や
習
俗
、
さ

さ
や
か
な
「
一
攫
千
金
」
を
夢
見
て

楽
し
ん
だ
娯
楽
な
ど
、
生
活
の
中
で

次
第
に
大
き
く
発
達
し
て
き
た
富
を

求
め
る
民
俗
の
紹
介

※
無
料
公
開

日
の
8
月
1
2日
・
1
9日

、
9
月
9
日
・
1
6

日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
、
午
後
2

時
～
3
時
に
は
展
示
解
説
あ
り

入

館
料
=
▽
高
校
生
以
上
…
2
0
0円

▽

団
体
(
2
0人
以
上
)
…
1
0
0円

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=

郷
土
博
物
館
(
月
曜
休
館
、
月
曜
が

祝
日
の
場
合
は
、
翌
旦

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

夏
休
み
宿
題
相
談

日
程
=
7
月
2
1日
～
8
月
3
1日
、
い

ず
れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
4
時

※
8

月
1
3日
～
1
6日
と
毎
週
月
曜
日
は

除
く

対
象
=
小
学
生
以
上

内
容
=

専
門
職
員
に
よ
る
歴
史
や
地
理
、

昔
の
暮
ら
し
な
ど
に
関
す
る
夏
休
み

の
宿
題
相
談

申
込
=
電
話

場
・

問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

環
境
セ
ミ
ナ
ー
「
身
近
な
野

鳥
と
自
然
観
察

～
都
市
鳥

か
ら
都
市
環
境
を
学
ぶ
～
」

日
程
等
=
表
5

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
(
小
学
生
ま
で

は
保
護
者
同
伴
)

講
師
=
唐
沢
孝

一
氏
(
自
然
観
察
大
学
副
学
長
)

定
員
=
4
0人
(
全
日
参
加
で
き
る
方

を
優
先
に
抽
選
)

申
込
=
(

ガ
キ

ー
枚
で
3
人
ま
で
可
。
参
加
者
全
員

の
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、年
齢
、

電
話
番
号
、
参
加
希
望
日
、「
環
境

セ
ミ
ナ
ー
希
望
」を
明
記
し
、　

へ

郵
送

期
限
=
8

月
4

日
必
着

申
・
問
先
=
環
境
推
進
課
事
業
推
進

係

　
(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

表5　 環境セミナー日程等

※ いずれも日曜日。雨天決行。交通費実費
負担

レ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
2
0
0
6

日
時
=
▽
7
月
1
5日
土
、
午
後
1
時

～
5
時

▽
1
6日
日
・
1
7日
祝
、
い

ず
れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
5
時

場

所
=
北
鹿
浜
公
園

内
容
=
鉄
道
模

型
の
運
転
展
示
/
ビ
デ
オ
放
映
/
鉄

道
模
型
診
断
ほ
か

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

問
先
=
西
部
公
園
管
理

事
務
所

(
3
8
5
5
)
6
5
2
1

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

星
空
C
D
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
等
=

▽
8

月
5

日
・
1
9
日
・
:

「
宮
崎
駿
」
特
集

▽
8
月
1
2
日
・
2
6

日
・
:
「
ア
ニ
メ
・
特
撮
ヒ
ー
ロ
ー
」

特
集

※
い
ず
れ
も
土
曜
日

、
午
後
6

時
開
演

費
用
=

▽
大
人
…
2
0
0円

▽
小
・
中
学
生
:
ふ
川
円

※
未
就
学

児
の
座
席
使
用
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必

要

。
中
学
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴

申
込
=
7

月
一
1
1
一
日
か
ら
発
売
の
チ
ケ

ッ
ト
を
購
入

場
・
問
先
=

ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学
館

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

こ
ど
も
科
学
館
へ
お
い
で
よ

□
あ
そ
び
の
広
場
「
お
化
け
や
し

き
」

日
時
=
7
月
1
5日
土
、
午
後
1
時
～
4

時
(
人
退
場
自
由
)

対
象
=
中

学
生
以
下
(
幼
児
は
保
護
者
同
伴
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

□
ゆ
め
広
場
「
木
製
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
く
ろ
う
」

日
時
=
7
月
2
2日
土
、
午
後
1
時
～

4
時
(
入
退
場
自
由
)

対
象
=
小
・

中
学
生
(
小
学
3
年
生
ま
で
は
保
護

者
同
伴
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ□
こ
ど
も
・
ゆ
め
・
ク
ラ
ブ
「
ロ
ボ

ッ
ト
コ
ー
ス
」
(
8
月
分
)

日
時
=
8

月
1
9日
土
・
2
0日
日
・
2
7

日
日
、
午
後
2
時
～
4
時

※
全
日

参
加

対
象
=
小
・
中
学
生
(
小
学
3

年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
)

※

運
営
や
指
導
す
る
高
校
生
以
上
の
サ

ポ
ー
タ
ー
も
募
集

内
容
=
レ
ゴ
ロ

ボ
ッ
ト
の
組
み
立
て
と
、
パ
ソ
コ
ン

で
の
動
作
プ
ロ
グ
ラ
ム

費
用
=
1

回
5
0円
(
保
険
料
)

申
込
=
電
話
(

抽
選
)

期
限
=
8
月
7
日

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も

科
学
館

申
・
問
先
=
青
少
年
事
業

係

　
(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

消
費
者
講
座
「
こ
れ
か
ら

の
お
葬
式
・
自
分
ら
し
い

お
葬
式
を
考
え
る
」

日
時
=
8
月
9
日
水
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

場
所
=
エ
ル
・
ソ

フ
ィ
ア

対
象
=

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

内
容
=
葬
式
の
知

識
・
費
用
や
契
約
の
ポ
イ
ン
ト
ほ
か

講
師
=
二
村
祐
輔
氏
(
葬
祭
カ
ウ
ン

セ
ラ
古

定
員
=
7
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
窓
口

申
・
問

先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

女
性
の
た
め
の
自
己
表
現
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
(
全
5

回
)

日
程
等
=
8

月
2
日
～
3
0日
の
毎
週

水
曜
日
、
午
後
6
時
4
5分
～
8
時
4
5

分

場
所
=
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア

対

象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女

性

内
容
=
自
分
の
気
持
ち
を
率
直

に
伝
え
る
練
習

講
師
=
N
P
O

法

人
ウ
ィ
メ
ン
ズ

ー
サ
ポ
ー
ト
・
オ
フ

ィ
ス
「
連
」
派
遣
講
師

定
員
=
1
5

人
(
抽
選
)

※
最
少
履
行
人
数
7

人

費
用
=
5
千
円
(
5

回
分
)
を

初
回
に
全
納
。
欠
席
し
た
場
合
で
も

返
還
な
し
。
申
込
=
往
復
(
ガ
キ

で
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
古

、
年

齢
を
明
記

期
限
=
7

月
1
9日
必
着

※
保
育
あ
り
。
6
ヵ
月
以
上
就
学
前
。

定
員
1
5人
。
子
ど
も
1
人
に
付
き
2

千
円
(
5

回
分
)
を
初
回
に
全
納

講
座
申
し
込
み
時
に
子
ど
も
の
名

前
、
年
齢
を
明
記
。
申
先
=
N
P

O
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
サ
ポ
ー
ト
ー

オ
フ
ィ
ス
「
連
」
桜
庭
真
知
子

〒
1
2
0

・
0
0
0
5
綾
瀬
5
-
2
3
-
1
2
-
8
0
2

問
先
=
N
P
O
法
人
ウ
ィ
メ
ン

ズ
ーサ
ポ
ー
ト
・
オ
フ
ィ
ス
「
連
」

　
(
3
8
9
9
)
3
4
6
1

男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

地
域
で
青
少
年
を
育
て
る
た
め

の
講
座
「
じ
ん
ぺ
い
さ
ん
と
キ

ャ
ン
プ
ソ
ン
グ
を
う
た
お
う
」

日
時
=
7
月
2
6日
水
、
午
後
7
時
～
9

時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

青
少
年
セ
ン
タ
ー

対
象
=
高
校
生

以
上

内
容
=
キ
ヤ
ン
プ
ソ
ン
グ
を

覚
え
、
子
ど
も
へ
の
歌
の
指
導
法
を

身
に
付
け
る

講
師
=
仁
平
勝
巳
氏
(

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
士

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
青
少
年
事
業
係

　
(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
留
学
生
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
8

月
2
日
水
、
午
前
9
時
1
5分
～
正

午
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
4
階
/
日
本

語
学
校
の
学
生
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
/
無
料
/
当
日
直
接
会
場

へ
/
東
京
城
北
日
本
語
学
院

(
5
2
4
2
)
8
5
0
1

青い羽根募金にご協力を
青い羽根募金は、日本周辺の海で遭難し

た人の救助や海の安全確保を目的としてい
ます。
区民事務所の窓口に募金箱を設置してい

るので、皆さんのご協力をお願いします。
期間=7 月17日( 海の日) ～8 月31日 問
先= 区民課調整係 　3880- 5855

掲

示

板

□
ア
ウ
ト
ド
ア
・
イ
ベ
ン
ト
・
イ
ン
・

ア
ラ
カ
ワ
2
0
0
6

日
時
=
7
月
2
3日
日
、
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
3
時

場
所
=
堀
切
菖
蒲

園
船
着
場
付
近

内
容
=
荒
川
沿
川

住
民
の
交
流
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

荒
川
下
流
河
川
事
務
所
管
理
課

(
3
9
0
2
)
2
3
7
9

□
公
開
講
座
「
親
子
で
楽
し
も
う
!
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」

日
時
=
7

月
1
5日
・
2
2日
・
2
9日
、

い
ず
れ
も
土
曜
日
、
午
後
5
時
～
7

時

対
象
=
都
内
在
住
の
親
子

定

員
=
2
0
人
(
抽
選
)

費
用
=

▽
大

人
・
:
2
千
円

▽
中
学
生
以
下
…
5
0
0

円

場
・
申
・
問
先
=
都
立
足
立
高

校
(
中
央
本
町
1
-
3
-
9
)

(
3
8
8
9
)
2
2
0
4

□
夏
休
み
特
別
企
画
「
親
子
で
体

験
!
　
荒
川
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」

日
時
=
8
月
9
日
水
・
2
9日
火
、
い

ず
れ
も
午
前
9

時
/

午
前
1
1一一
時
/

午

後
2

時
出
船
の
3

回
(
I

回

、
約
1

時
間
3
0
分
)

対
象
=

区
内
在
住
の

小
学
4

～
6

年
生
の
親
子

定
員
=

各
回
2
5
人
(

先
着
順
)

※
1

家
族
5

人
ま
で

申
込
=

電
話

期
限
=
7

月
3
1
日

申
・
問
先
=

荒
川
下
流

河
川
事
務
所
地
域
連
携
課

(
3
9
0
2
)
8
7
4
5

□
ふ
れ
あ
い
施
設
見
学
会

日
時
=
7

月
2
7
日
木

、
午
後
1

時
～
4

時
(

小
雨
決
行

。
中
止
の
場
合
は
2
8

日
)

内
容
=

下
水
道
施
設
見
学
/

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=

下

水
道
局
小
菅
水
再
生
セ
ン
タ
ー
(

葛

飾
区
小
菅
―
-
2
-

古

(
5
6
8
0
)
1
9
9
1

□
放
送
大
学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す

内
容
・
申
し
込
み
受
付
期
間
=

▽
1
8

年
度
第
2

学
期
(
1
0
月
入
学
)

入
学

生
…
8

月
1
5
日
ま
で

▽
1
9
年
度
大

学
修
士
全
科
生
・
:
8
月
2
5
日
～
9

月
1
4

日
ま
で

申
・
問
先
=

放
送
大
学

足
立
学
習
セ
ン
タ
ー

(
5
2
4
4
)
2
7
6
0
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夏
だ
!
　

児
童
館
に
集
ま
れ
!

児
童
館
で
は
、
縁
日
・
夏
ま
つ
り
、
お
楽
し
み
会
、
劇
団
公
演
や
工
作

活
動
な
ど
、
様
々
な
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く

は
、
各
児
童
館
・
施
設
(
私
の
便
利
帳
8
8ペ
ー
ジ
の
ダ
イ
ヤ
ル
メ
モ
参
照
)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
。
児
童
館
の
開

館
時
間
は
午
前
1
0時
～
午
後
6
時
(
4
～
9
月
)
で
す
。

児
童
館
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

、

住
区
推
進
課
指
導
相
談
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

7 月のお楽しみイベント 情報

8 ・9 月のお楽しみイベント 情報

おばけやしきも大盛況

楽しいイベント盛りだくさん

この下は広告スペースです。内容については各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは、広報課へ 　3880- 5815

古紙配合率100%再生紙を使用しています
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